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Topics

１．「NLD圧勝」と政権移行

ー政治は？　　　　　　　　　

２．貧困との戦い

ー新政権の経済政策は？

３．少数民族との和平

ー内戦終結は可能か？



１．「NLD圧勝」と政権移行

1-1.2015年選挙でのNLD圧勝

１．２０１５年選挙でのNLD圧勝

２．選挙結果をどう受け止めるか。

     「あまりにもスムース？、超民主主義？」、

３．その後の政権移行のプロセスも極めて

    民主主義的に、

４．それが可能となった背後に何が？



1.　「NLD圧勝」と政権移行

1-1. 2015年選挙でのNLD圧勝

1.　選挙結果、概要

2.　選挙前の動向

3.　NLDの選挙運動

4.　地方では



選挙結果、



1-2．選挙結果をどう受け止めるか。「超民主主義？」

1. 国民の「選挙」への関心

2. 1988年「民主化デモ」とNLD

3. NLDの選挙対応、2012年「補欠選挙」に参加、

圧勝

4. 軍独裁政権と選挙



1. 11月選挙後の、政権との協議

2. 軍との協議

3. 議会運営への協議

4. 新政府（大統領、議会議長）形成、

5. スーチーの「大統領の上」

1-3. その後の政権移行のプロセスも極めて民主主義的に



Election campaign

















１-a.　アウンサンスーチーとの交遊

１．1985年京都へ、

２．2012年「開放」27年ぶり再会

３．2013年京都訪問
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Views on the streets,
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２．新政権の経済政策は？

1. 「貧困」との戦いー経済の実態

2. 経済開放と産業開発、豊富な資源と低開発

3. 旧政権関係者の資源経済支配、

4. 外資の進出とそのコントロール、

• 日本の役割は？



２．新政権の経済政策は？

2-1. 「貧困」との戦いー経済の実態

1. アジアで「最貧」ｰマクロで見ると

2. 農業人口60%以上、児童労働130万以上、

3. 「軍政下での」マイナス成長ｰ「社会主義での

例外」

4. 工業建設の方向は？



2-2.経済開放と産業開発、豊富な資源と低開発

1. 経済開放、貿易の振興、

2. 産業開発、軽工業促進

3. 外資導入とインフラ整備

4. 豊富な資源、足枷に？



2-3. 旧政権関係者の資源経済支配

1. 資源大国の現状、他国との比較

2. 軍政下の管理・所有

3. 資源賦存の地域格差

　　　　ｰ少数民族の抵抗

4. 政権移行と資源管理、

　　　　－転換は可能か



2-4.外資の進出とそのコントロール

1. 開放と外資、過去3年の実態

2. インフラ投資、その方向は、

3. SEZ（経済特区）の実情

4. ロシアの「原発建設」計画、動き出す？　

（資料別に）



３．少数民族との和平

3-1. 60年以上続く「内戦」

3-2. それゆえの「軍支配」

3-3. 少数民族との和平

3-4. 第2パンロン会議（2016/8/31-）



３．少数民族との和平
３－1.　60年以上つづく内戦

1. 国軍と武装民族集団、

2. 戦闘の地域分布と変化

3. 武装民族集団の組織的可能性

4. 国軍以外の、異集団間での闘争



3-2.内戦ゆえの「軍支配」

1. 国軍（Tatmadaw)の成立、

　　　Aung San将軍と暗殺

2. 「社会主義」時代、

　　　（ネ・ウイン、１９６２－８８）

3. 国軍の構造と民族集団

4. 「軍事独裁」



3-3. 少数民族との和平

1. 和平交渉、成果見ない理由は

2. 武装勢力、存続の基盤は？

3. 国際関係の影響は？

4. NLDの方針、「和平への最後の試み」？



3-4. 第2パンロン会議（2016/8/31-）

1. 「21世紀Pang long会議」開始

2. AungSanの（第1次）

　　　Pang long会議、1947

3. Thein Sain政権のCeaseFire 合意

4. さて今後の和平維持は？
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（補足）　SHPをミャンマー農村に？

� 2012年のヤンゴン訪問で見たもの、

� F1過酷事故とSHP推進の動き、

� スーチーの経済改革に何か？

� NPO「SHPをミャンマー農村に」立ち上げと研

究会、

� 2015年「現地セミナー」実施、










